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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肌の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせるための肌色補正用化粧料組成物であって
、
　緑色の反射干渉光を有する緑色干渉光物質（１ｂ）を含有し、
　前記緑色干渉光物質（１ｂ）は、基材と、前記基材の表面に被覆された屈折層を備え、
前記屈折層の光学的膜厚は、１２２～１５０ｎｍであり、
　前記緑色干渉光物質（１ｂ）は、前記屈折層の表面に緑色の着色剤が被覆された緑色着
色層を備え、
　前記緑色干渉光物質（１ｂ）の含有量が０．０２質量％以上であることを特徴とする、
肌色補正用化粧料組成物。
【請求項２】
　さらに、緑色の反射干渉光を有する緑色干渉光物質（１ａ）を含有し、
　前記緑色干渉光物質（１ａ）は、基材と、前記基材の表面に被覆された屈折層を備え、
前記屈折層の光学的膜厚は、１２２～１５０ｎｍであり、緑色干渉光物質（１ａ）は、緑
色着色層を含有しないことを特徴とする、
請求項１に記載の肌色補正化粧品組成物。
【請求項３】
　さらに、体質顔料、着色顔料または白色顔料を含むことを特徴とする、
請求項１または２に記載の肌色補正化粧品組成物。
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【請求項４】
　前記緑色干渉光物質（１ｂ）の含有量が１０質量％以下であることを特徴とする、請求
項１から３のいずれか一項に記載の肌色補正用化粧料組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の肌色補正用化粧料組成物を含有することを特徴と
する、ワキ用制汗剤。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、肌の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせるための肌色補正用化粧料組成
物に関する。特に、肌にあるシミ、ニキビ、そばかす、赤ら顔等の赤～茶色系の濃色部分
を目立たなくし、肌を本来の綺麗な肌色に魅せるための肌色補正用化粧料組成物に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の化粧料類では、シミやニキビ等の濃色部分を二酸化チタンや酸化亜鉛等の隠蔽力
の大きな基剤と酸化鉄など色材との混合物で被覆することにより肌の濃色部分を隠してい
た。しかし、このような方法では、肌に厚ぼったく付着させるため、肌の皺、たるみ等の
形態トラブルを目立たせると共に透明感がなく、不自然な仕上がりになるという問題があ
った。また、肌のくすみ等の欠点を隠蔽することはできるが，肌内部へ透過する光の量を
減少させるため、血色のない不健康な肌の色に見えるという問題があった。これらの問題
を解決するために、基剤の隠蔽力を利用するのではなく、特定の波長の光に対してフィル
ター効果を有する干渉光物質を用いて、肌の濃色部分を調整する肌色調整方法が開発され
ている。
【０００３】
　例えば、特許文献１～５には、肌の濃色部分を目立たなくさせる肌色調整用組成物であ
って、調整しようとする肌の色に対して補色又は補色近傍の色域を透過光として有する物
質を配合した肌色調整用組成物が開示されている。これらの特許文献に開示された発明の
肌色調整方法を説明する概略説明図を図７に示す。図７に図示するように、従来の発明は
、赤色の濃色部分に、赤色干渉光を有する物質１０を被覆することにより該濃色部分を目
立たなくさせる方法である。赤色干渉光を有する物質１０は、雲母等の基材３０の表面に
、所定の膜厚で二酸化チタンを被覆したものであり、白色光が入射すると（図中の矢印Ａ
）、反射干渉光として黄～赤色の波長の光が反射し（図中の矢印Ｂ’）、透過干渉光とし
て青～緑色の波長の光を透過する作用を有している（図中の矢印Ｃ’）。この作用により
、該濃色部分に対して、黄～赤色の波長の光の到達が抑制されるため、濃色部分の赤色が
見えにくくなるというものである。なお、肌に到達した青から緑色の透過干渉光は、肌に
吸収される。この方法によれば、赤色の濃色部分を目立たなくさせることが可能であるが
、反射干渉光として黄～赤色の波長の光が反射するため、その効果が十分ではなかった。
【０００４】
　その他、特許文献６には、赤色有機色素で着色した干渉光物質を配合した化粧品用添加
剤が開示されている。この文献によれば、綺麗な肌とダメージ肌の分光反射率曲線の波形
を比較し、この化粧品用添加剤をダメージ肌に塗布することで、綺麗な肌の分光反射率曲
線の波形に近づき、くすみのない自然で健康的な肌色とみえるようになることが開示され
ている。しかし、赤色有機色素で着色した干渉光物質では、紫外線等外的刺激により均一
に変色した広範囲（部分的でない）の肌の色を、健康的な色へ補正する効果はあるが、部
分的な肌の色変化を目立たなくさせる効果が小さかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開平８－８１３３２号公報
【特許文献２】特開平８－８１３３３号公報
【特許文献３】特開平８－８１３３４号公報
【特許文献４】特開平８－２１７６３８号公報
【特許文献５】特開２００３－２６５３７号公報
【特許文献６】特開２００４－３１５４２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、肌にあるシミ、そばかす等の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせる肌色
補正用化粧料組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　発明者は、上記課題に対して鋭意検討したところ、緑色の反射干渉光を有する緑色干渉
光物質を含有する肌色補正用化粧料組成物を、シミ、そばかす等の赤～茶色系の濃色部分
を有する肌に塗布することにより、これらの濃色部分が目立たなくなることを見出し、本
発明を完成するに至った。
　すなわち、本発明は、以下の肌色補正用化粧料組成物である。
【０００８】
　本発明の肌色補正用化粧料組成物は、肌の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせるた
めの肌色補正用化粧料組成物であって、緑色の反射干渉光を有する緑色干渉光物質を含有
し、前記緑色干渉光物質の含有量が０．０２質量％以上であることを特徴とする。
【０００９】
　本発明の肌色補正用化粧料組成物に含まれる緑色干渉光物質は、反射干渉光として緑色
の波長の光が反射し、透過干渉光として黄～赤色系の波長の光が透過するという作用を有
している。そのため、本発明の肌色補正用化粧料組成物を赤～茶色系の濃色部分に塗布す
ると、黄～赤色系の波長の透過干渉光が肌の表面に到達し、赤～茶色系の濃色部分に対応
する波長の光が反射する。そして、この肌表面から反射した赤～茶色の波長の光は、緑色
干渉光物質の表面から反射した緑色の反射干渉光と混色されるため、彩度が低下し、赤～
茶色系の色を目立たなくするという効果を発揮する。さらに、本発明の色補正は、光の加
法混色よる混色のため、明度が低下せず、肌を自然に明るく見せる効果も奏する。
【００１０】
　更に本発明の肌色補正用化粧料組成物の一実施態様としては、緑色干渉光物質は、基材
と、該基材の表面に被覆された屈折層を備え、該屈折層の光学的膜厚は、１２２～１５０
ｎｍであり、物理的膜厚は、１μｍ以下であるという特徴を有する。
　この特徴によれば、緑色の反射干渉光と赤～茶色系の透過干渉光を十分に発生するため
、肌にあるシミ、そばかす等の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせるという本発明の
効果をより発揮することができる。
【００１１】
　更に本発明の肌色補正用化粧料組成物の一実施態様としては、緑色干渉光物質は、前記
屈折層の表面に緑色の着色剤が被覆された緑色着色層を備えるという特徴を有する。
　この特徴によれば、肌にあるシミ、そばかす等の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさ
せるという本発明の効果に加えて、赤～茶色系の濃色部分の色相を調整し、自然な肌に近
い色相に調整することができる。また、緑色顔料粒子等を緑色干渉光物質と別に添加した
場合と比べて、緑色顔料粒子等による衣服への色移りが抑制されるという効果も奏する。
【００１２】
　更に本発明の肌色補正用化粧料組成物の一実施態様としては、緑色着色層を備えた前記
緑色干渉光物質の含有量が１０質量％以下であるという特徴を有する。
　この特徴によれば、上記効果に加えて、更に、衣服への色移りを抑制するという効果を
奏する。
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【００１３】
　本発明のワキ用制汗剤は、上記の肌色補正用化粧料組成物を含有するという特徴を有す
るものである。
　このワキ用制汗剤によれば、ワキに生じたシミ等の赤～茶色系の赤～茶色系の濃色部分
を目立たなくするという効果を奏する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、肌にあるシミ、そばかす等の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせ
る肌色補正用化粧料組成物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施態様の肌色補正用化粧料組成物を赤～茶色系の濃色部分に塗
布した際の緑色干渉光物質の作用を説明する概略説明図である。
【図２】本発明の第２の実施態様の肌色補正用化粧料組成物に含有する緑色干渉光物質の
構造を示す概略説明図である。
【図３】本発明の第２の実施態様の肌色補正用化粧料組成物に含有する緑色干渉光物質の
一例として、ＢＡＳＦ社の「クロイゾネグリーン」を撮影した電子顕微鏡写真である。図
３（Ａ）は、薄板状粒子の全体を上方向から撮影した電子顕微鏡写真であり、図３（Ｂ）
は、薄板状粒子の表面を拡大して撮影した電子顕微鏡写真であり、図３（Ｃ）は、薄板状
粒子の側面を斜め上方向から撮影した電子顕微鏡写真である。
【図４】赤～茶色系のシミモデルに塗布した各種干渉光物質の彩度の低下効果についての
評価結果を示すグラフである。
【図５】緑色着色料が被覆された緑色干渉光物質の色相調整効果についての評価結果を示
すグラフである。
【図６】本発明の肌色補正用化粧料組成物を含有するワキ用制汗剤についてモニターテス
トの結果を示すグラフである。
【図７】従来の肌色調整用組成物を用いた肌色調整方法を説明する概略説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を含めて説明する。
［肌色補正用化粧料組成物］
　本発明の肌色補正用化粧料組成物は、肌の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせるた
めの肌色補正用化粧料組成物であって、緑色の反射干渉光を有する緑色干渉光物質を含有
することを特徴とする。
【００１７】
＜緑色干渉光物質＞
　緑色干渉光物質は、反射干渉光として緑～黄色の波長（４９０ｎｍ～６００ｎｍ）の光
を反射し、透過干渉光として赤色の波長（６００ｎｍ～７５０ｎｍ）の光を透過する物質
である。
【００１８】
　緑色干渉光物質としては、例えば、二酸化チタン被覆雲母、低次酸化チタン被覆雲母、
酸化ジルコニウム被覆雲母、アルミナ被覆雲母、酸化鉄被覆雲母、二酸化チタン被覆合成
マイカ、低次酸化チタン被覆合成マイカ、酸化ジルコニウム被覆合成マイカ、アルミナ被
覆合成マイカ、酸化鉄被覆合成マイカ、二酸化チタン被覆アルミナ、低次酸化チタン被覆
アルミナ、酸化ジルコニウム被覆アルミナ、酸化鉄被覆アルミナ、二酸化チタン被覆ガラ
スフレーク、低次酸化チタン被覆ガラスフレーク、酸化ジルコニウム被覆ガラスフレーク
、アルミナ被覆ガラスフレーク、酸化鉄被覆ガラスフレーク、干渉性樹脂粉末、魚燐箔あ
るいはこれらの物質に有色の有機・無機着色剤を被覆したもの等が挙げられる。
【００１９】
　本発明の肌色補正用化粧料組成物における緑色干渉光物質の含有量は、０．０２質量％
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以上である。好ましくは０．１質量％以上であり、より好ましくは０．５質量％以上であ
り、更に好ましくは０．８質量％以上であり、特に好ましくは１．２質量％以上である。
緑色干渉光物質の含有量を高めると、シミ等の赤～茶色系の濃色部分を目立たなくさせる
という本発明の効果をより発揮することができる。
【００２０】
　また、緑色干渉光物質の含有量の上限としては、好ましくは８０質量％以下であり、よ
り好ましくは５０質量％以下であり、更に好ましくは２５質量％以下であり、特に好まし
くは１０質量％以下である。緑色干渉光物質の含有量を８０質量％以下とすることにより
、自然な肌質を得ることができる。
【００２１】
　図１には、本発明の第１の実施態様の肌色補正用化粧料組成物を赤～茶色系の濃色部分
に塗布した際の緑色干渉光物質の作用を説明する概略説明図を示した。
　図１に示すように、第１の実施態様の肌色補正用化粧料組成物に含まれる緑色干渉光物
質１ａは、基材３と、その表面に被覆された屈折層２により構成される。本発明の肌色補
正用化粧料組成物を赤～茶色系の濃色部分に塗布すると、緑色干渉光物質により赤～茶色
系の濃色部分が被覆される。
【００２２】
　上述したとおり、緑色干渉光物質は、反射干渉光として緑～黄色の波長（４９０ｎｍ～
６００ｎｍ）の光を反射し、透過干渉光として赤色の波長（６００ｎｍ～７５０ｎｍ）の
光を透過するため、緑色干渉光物質に白色光が入射すると（図中の矢印Ａ）、黄～赤色の
波長の透過干渉光が肌の表面に到達し（図中の矢印Ｃ）、赤～茶色系の濃色部分に対応す
る波長の光が反射する（図中の矢印Ｄ）。そして、この肌表面から反射した赤～茶色の波
長の光は、緑色干渉光物質の表面から反射した緑色の反射干渉光（図中の矢印Ｂ）と混色
されるため、彩度が低下し、赤～茶色系の色を目立たなくするという効果を発揮する。さ
らに、本発明の色補正は、光の加法混色よる混色のため、明度が低下せず、肌を自然に明
るく見せる効果も奏する。
【００２３】
　基材３は、透過干渉光を透過する物質であり、例えば、雲母（マイカ）、合成マイカ、
シリカ、アルミナ、ガラスフレーク等の無機物質又は樹脂からなる薄板状粒子である。な
お、基材３は、必須の構造物ではなく、屈折層２の内部を空気層としてもよい。薄板状の
基材３の厚みは、５０～１５００ｎｍであり、薄板面の大きさは最大径として３～３００
μｍである。厚みが５０～１５００ｎｍの場合、透過干渉光を十分に透過するため、緑色
の反射干渉光と混色して彩度を低下する効果をより発揮することができる。更に、肌の透
明感を高め、自然な肌感を得ることができる。また、薄板面の大きさについては、最大径
が大きくなると、エッジによる散乱光（白色）が低減するため緑色の反射干渉光をより発
することができる。一方、最大径が小さくなると、ざらつき感が低下し、滑らかな感触を
得ることができる。
【００２４】
　屈折層２は、基材３より高い屈折率を有する物質であり、例えば、アナターゼ型二酸化
チタン、ルチル型二酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化鉄等からなる薄膜層である。そ
の光学的膜厚（反射干渉光）は、好ましくは１２２ｎｍ～１５０ｎｍであり、より好まし
くは１２５～１４０ｎｍである。この光学的膜厚は、緑色の波長（４９０ｎｍ～６００ｎ
ｍ）の光を反射干渉光として発生するための理論的な膜の厚さであり、緑色の波長の１／
４倍又はその奇数倍となる。物理的な膜の厚さは、屈折層の屈折率に依存し、「光学的膜
厚／屈折層の屈折率」により算出される。すなわち、「（緑色の波長の１／４又はその奇
数倍）／屈折層の屈折率」である。物理的膜厚の上限は、好ましくは１μｍ以下であり、
より好ましくは５００ｎｍ以下であり、更に好ましくは３００ｎｍ以下であり、特に好ま
しくは２００ｎｍ以下である。また、下限としては、１００ｎｍ以上であることが好まし
い。物理的膜厚を小さくすることにより、緑色の反射干渉光が強くなり、本発明の効果を
より発揮することができる。
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【００２５】
　第１の実施態様の肌色補正用化粧料組成物に含まれる緑色干渉光物質１ａとしては、例
えば、ＢＡＳＦ社のFlamenco Green、メルク社のTimiron Silk Green、Timiron Super Gr
een、Timiron Splendid Green、RonaFlair Balance Green、トピー工業社のHelios R10G
、Helios R20G、日本光研工業社のFANTASPEARL 1060GR、TWINCLEPEARL 450、TWINCLEPEAR
L 550等が挙げられる。
【００２６】
＜緑色着色層を備えた緑色干渉光物質＞
　図２には、本発明の第２の実施態様の肌色補正用化粧料組成物に含有する緑色干渉光物
質１ｂの構造を示す概略説明図を図示した。
　図２に示すように、第２の実施態様の緑色干渉光物質１ｂは、第１の実施態様の緑色干
渉光物質１ａの屈折層２の表面に、緑色の着色剤として緑色顔料粒子を被覆した緑色着色
層４を備えている。
【００２７】
　緑色干渉光物質の屈折層２の表面を緑色の着色剤で被覆することにより、赤～茶色系の
濃色部分の色相を整え、自然な肌に近い色相に調整することができる。
　また、緑色顔料粒子等の緑色の着色剤を緑色干渉光物質と別に添加した場合、顔料等の
微小粒子は衣服へ色移りしやすく、ワキ用の制汗剤等のように、衣服に接触するような化
粧料に利用することができなかった。しかし、緑色の着色剤を本発明の緑色干渉光物質の
表面に付着することにより、緑色の着色剤の衣服への色移りが抑制されるという効果も奏
する。
【００２８】
　緑色の着色剤は、分光反射率曲線において、５００ｎｍ～５６０ｎｍ（緑色の光の波長
）に極大を有する物質であり、例えば、酸化クロム、ビリジアン、ピーコック等の無機顔
料粒子、クロロフィル等の有機性の着色剤等が挙げられる。色調の変化に対する保存安定
性が優れるという観点から、緑色干渉光物質として、無機顔料粒子を使用することが好ま
しい。また、クチナシ青色素とクチナシ黄色素を混合して得られる混合着色料を用いても
よい。なお、分光反射率測定には分光測色計（コニカミノルタ社製Spectrophotometer　C
M-700d）を用いた。
【００２９】
　緑色干渉光物質中における緑色の着色剤の含有量は、好ましくは０～２０質量％であり
、より好ましくは１～１５質量％であり、特に好ましくは３～１３質量％である。この範
囲により、緑色干渉光物質の作用による彩度の低下の効果と、緑色の着色剤による色相の
調整の効果をバランスよく発揮することができる。
【００３０】
　緑色の着色剤として緑色顔料粒子を使用する場合には、緑色顔料粒子の粒子径は、好ま
しくは１～５００ｎｍであり、より好ましくは５～３００ｎｍであり、さらに好ましくは
１０～２００ｎｍであり、特に好ましくは２５～１５０ｎｍである。この範囲により、緑
色干渉光物質の作用による彩度の低下の効果と、緑色の着色剤による色相の調整の効果を
バランスよく発揮することができる。
【００３１】
　第２の実施態様の肌色補正用化粧料組成物に含まれる緑色干渉光物質１ｂとしては、例
えば、ＢＡＳＦ社のクロイゾネグリーン、メルク社のコロロナマジェスティックグリーン
等が挙げられる。
【００３２】
　図３には、緑色干渉光物質１ｂの一例として、ＢＡＳＦ社のクロイゾネグリーンの電子
顕微鏡写真を示した。「クロイゾネグリーン」は、雲母（マイカ）の表面に屈折層として
物理的膜厚１７０ｎｍの二酸化チタンが被覆され、更にその表面に、緑色着色層として酸
化クロムの無機顔料粒子が被覆されている。図３（Ｂ）を見ると、「クロイゾネグリーン
」の表面に微細な粒子が付着していることがわかる。
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【００３３】
　本発明の肌色補正用化粧料組成物における緑色着色層を備えた緑色干渉光物質の含有量
は、好ましくは１０質量％以下であり、より好ましくは８質量％以下であり、更に好まし
くは４質量％以下であり、特に好ましくは２．５質量％以下である。緑色着色層を備えた
緑色干渉光物質の含有量を１０質量％以下とすることにより、衣服への色移りをより抑え
ることができる。なお、含有量の下限については、第１の実施態様と同様である。
【００３４】
　本発明の肌色補正用化粧料組成物は、緑色着色層を備えた緑色干渉光物質と、緑色着色
層を有しない緑色干渉光物質を併用してもよい。緑色着色層を備えた緑色干渉光物質の含
有量を高めることにより、衣服への色移りが生じるような場合には、緑色着色層を備えた
緑色干渉光物質の含有量の一部を、緑色着色層を有しない緑色干渉光物質に置き換えるこ
とにより、彩度の低下作用を維持しつつ、衣服への色移りを抑制することができる。
【００３５】
＜その他の成分＞
　本発明の肌色補正用化粧料組成物は、化粧下地、ファンデーション、コントロールカラ
ー、コンシーラー、制汗剤等の用途に応じて、化粧品に通常使用される他の成分を含有す
ることができる。例えば、無機顔料、高分子粉体、油性原料、界面活性剤、保湿剤、増粘
剤、ポリマー類、紫外線防御剤、酸化防止剤、酸化防止助剤、金属イオン封鎖剤、ステア
リン酸マグネシウム等の金属石けん、美白用薬剤、抗シワ剤、肌荒れ改善剤、ニキビ用薬
剤、防臭用薬剤、清涼化剤、収れん剤、抗菌剤、有機顔料、天然色素、香料、ビタミン類
、皮膚軟化剤等が挙げられる。
【００３６】
　無機顔料としては、体質顔料、着色顔料、白色顔料等が挙げられる。その他、上記緑色
干渉光物質以外の干渉色を発生する干渉光物質を使用してもよい。
　体質顔料は、製品の剤型を保つために用いられるものであり、これにより製品の使用性
（伸展性、付着性）や光沢などを調節することができる。具体的には、マイカ、セリサイ
ト、タルク、カオリン、合成金雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸、
酸化アルミニウム、硫酸バリウム等が例示される。
　着色顔料は、製品の色調を調整するものであり、具体的には、ベンガラ、黄酸化鉄、黒
酸化鉄、酸化クロム、群青、紺青、カーボンブラック等が例示される。
　白色顔料は、製品の色調を調整する役割のほか、隠蔽力を調整することができるもので
あり、具体的には、二酸化チタン、酸化亜鉛、オキシ塩化ビスマス、窒化ホウ素等が例示
される。
【００３７】
　高分子粉体としては、具体的には、ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、ポリエ
チレンテレフタラート・ポリメチルメタクリレート積層末、ナイロンパウダー、ポリウレ
タンパウダー、シリコーンパウダー等が例示される。
【００３８】
　油性原料としては、油脂、ロウ類、炭化水素、高級脂肪酸、高級アルコール、エステル
類、シリコーン油等が挙げられる。更に具体的には、油脂としては、オリーブ油、ツバキ
油、マカデミアナッツ油、ヒマシ油等、ロウ類としては、カルナウバロウ、キャンデリラ
ロウ、ホホバ油、ミツロウ、ラノリン等、炭化水素としては、流動パラフィン、パラフィ
ン、ワセリン、セレシン、マイクロクリスタリンワックス、スクワラン等、高級脂肪酸と
しては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸等
、高級アルコールとしては、セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリル
アルコール、２－オクチルドデカノール等、エステル類としては、ミリスチン酸イソプロ
ピル、ミリスチン酸２－オクチルドデシル、２－エチルヘキサン酸セチル、リンゴ酸ジイ
ソステアリル等、シリコーン油としては、メチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシ
ロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、高重合メチルポリシロキサン等が例示さ
れる。
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【００３９】
　界面活性剤としては、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤、非
イオン界面活性剤が挙げられる。更に具体的には、アニオン界面活性剤としては、高級脂
肪酸石けん、アルキル硫酸エステル塩、ポリオキシアルキルエーテル硫酸塩、アシルＮ－
メチルタウリン塩、アルキルエーテルリン酸エステル塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩等、カチ
オン界面活性剤としては、塩化アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ジアルキルジメチ
ルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム等、両性界面活性剤としては、アルキルジメチル
アミノ酢酸ベタイン、アルキルアミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、２－アルキ
ル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン等、非イオ
ン界面活性剤としては、ポリオキシエチレン型、多価アルコールエステル型、エチレンオ
キシド・プロピレンオキシドブロック共重合体等が例示される。
【００４０】
　保湿剤としては、例えば、グリセリン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ル、１，３－ブチレングリコール、ポリエチレングリコール、ソルビトール、乳酸ナトリ
ウム、２－ピロリドン－５－カルボン酸ナトリウム、ヒアルロン酸ナトリウム等が挙げら
れる。
【００４１】
　増粘剤としては、例えば、クインスシードガム、キサンタンガム、カルボキシメチルセ
ルロースナトリウム、カルボキシビニルポリマー等が挙げられる。
【００４２】
　ポリマー類としては、例えば、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ニトロ
セルロース、高分子シリコーン等が挙げられる。
【００４３】
　紫外線防御剤としては、例えば、ベンゾフェノン誘導体、パラアミノ安息香酸誘導体、
メトキシ桂皮酸誘導体、サリチル酸誘導体等の紫外線吸収剤、微粒子酸化チタン、微粒子
酸化亜鉛、微粒子酸化鉄等の紫外線散乱剤が挙げられる。
【００４４】
　酸化防止剤としては、例えば、トコフェロール類、ＢＨＴ、没食子酸エステル類等が挙
げられる。また、酸化防止助剤としては、例えば、リン酸、クエン酸、アスコルビン酸、
マレイン酸、マロン酸、コハク酸、フマール酸、ケファリン、ヘキサメタフォスフェイト
、フィチン酸、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）等が挙げられる。
【００４５】
　金属イオン封鎖剤としては、例えば、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム、リン酸、ク
エン酸、アスコルビン酸、コハク酸、グルコン酸、ポリリン酸ナトリウム、メタリン酸ナ
トリウム等が挙げられる。
【００４６】
　美白用薬剤としては、例えば、ビタミンＣ類、アルブチン、コウジ酸、エラグ酸、ルシ
ノール等が挙げられる。
【００４７】
　抗シワ剤としては、例えば、レチノイド（ビタミンＡ類）、α－ヒドロキシ酸等が挙げ
られる。
【００４８】
　肌荒れ改善剤としては、例えば、βグリチルレチン酸、グリチルリチン酸誘導体（ＶＩ
Ｉ）、アラントイン、アズレン、ヒドロコルチゾン（ＶＩＩＩ）等の抗炎症剤、プロテア
ーゼ阻害剤等が挙げられる。
【００４９】
　ニキビ用薬剤としては、例えば、エストラジオール、エストロン、エチニルエストラジ
オール、ビタミンＢ６等の皮脂抑制成分、イオウ、サリチル酸（Ｘ）、レゾルシン（ＸＩ
）等の角質剥離・溶解成分、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、ハロカルバン
、２，４，４－トリクロロ－２－ヒドロキシフェノール等の殺菌成分、グリチルリチン酸
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、グリチルレチン酸等の抗炎症成分等が挙げられる。
【００５０】
　防臭用薬剤としては、例えば、クロルヒドロキシアルミニウム、塩化アルミニウム、ア
ラントインクロルヒドロキシアルミニウム、硫酸アルミニウムカリウム、酸化亜鉛、パラ
フェノールスルホン酸亜鉛、銀含有ゼオライト、ミョウバン、焼ミョウバン等の制汗成分
、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、ハロカルバン、塩酸クロルヘキシジン等
の殺菌成分、ポリフェノール系カキタンニン、茶カテキン等の消臭成分、チオタウリン、
ヒポタウリン、トコフェロール等の酸化防止成分等が挙げられる。
【００５１】
　清涼化剤としては、例えば、メントール（ＸＩＩ）、カンフル等が挙げられる。
【００５２】
　収れん剤としては、例えば、酸化亜鉛、硫酸亜鉛、アラントインヒドロキシアルミニウ
ム、塩化アルミニウム、硫酸アルミニウム、スルホ石炭酸亜鉛、タンニン酸、クエン酸、
乳酸等が挙げられる。
【００５３】
　抗菌剤としては、安息香酸及びその塩類、サリチル酸及びその塩類塩、フェノール、ソ
ルビン酸及びその塩類、デヒドロ酢酸及びその塩類、パラベン、クロルクレゾール、ヘキ
サクロロフェン、レゾルシン、イソプロピルメチルフェノール、オルトフェニルフェノー
ル、塩化ベンザルコニウム、塩酸クロルヘキシジン、グルコン酸クロルヘキシジン、臭化
アルキルイソキノリニウム、トリクロロカルバニリド、ハロカルバン、感光素２０１号、
フェノキシエタノール、トリクロサン、メチルクロロイソチアゾリノン・メチルイソチア
ゾリノン液、ビサボロール、塩酸アルキルジアミノエチルグリシン、トリクロロ・サリチ
ルアニリド、トリブロモ・サリチルアニリド、水銀系化合物、ホルマリン、白降こう、ビ
チオノール、ホウ酸・ホウ砂、ジクロロフェン、ヘキサクロロフェン、ハロゲン化サリチ
ルアニリド等が挙げられる。
【００５４】
＜剤型・形態＞
　本発明の肌色補正用化粧料組成物の剤型は、特に制限されず、使用目的に合わせて、粉
末状、固形粉末、水中油型乳化状、油中水型乳化状、油性状、油性固形状、多層状、ゲル
状等の剤型とすることができる。
　また、製品の形態についても特に制限されず、パウダータイプ、コンパクトタイプ、ス
ティックタイプ、クリームタイプ、乳液タイプ、ロールオンタイプ、エアゾールタイプ、
ノンエアゾールタイプとしてもよい。
【００５５】
＜用途＞
　本発明の肌色補正用化粧料組成物は、肌のシミやそばかす等の赤～茶色系の濃色部分を
目立たなくすることを目的とした化粧料に使用することができる。このような目的の化粧
料としては、肌全体に塗布するものや、赤～茶色系の濃色部分に重点的に塗布するもので
もよい。具体的には、化粧下地、ファンデーション、ルースパウダー、プレストパウダー
、コントロールカラー、コンシーラーといった肌色を補正する化粧料として利用すること
ができる。また、ハンドクリーム、保湿クリーム、美白クリーム、日焼け止めクリームの
ような肌の保湿や薬効を目的とする化粧料や、ワキの下、腕、額、首筋、胸、背中等に塗
布する制汗剤、防臭剤等のような肌の臭い予防等を目的とする化粧料に利用することもで
きる。なお、本発明の肌色補正用化粧料組成物は、口紅、アイライナー、アイシャドウ等
のメーキャップ製品には適用しない。
【実施例】
【００５６】
　以下に、実施例により本発明を具体的に説明するが、これらの実施例により本発明の技
術範囲が限定されるものではない。
【００５７】
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［各種干渉光物質の彩度低下効果についての評価］
　以下に示す種々の干渉色を発生する干渉光物質について、シミの彩度の低下効果を評価
した。
　赤干渉光物質　：二酸化チタン被覆雲母「フラメンコレッド」（ＢＡＳＦ社）
　緑干渉光物質１：二酸化チタン被覆雲母「フラメンコグリーン」（ＢＡＳＦ社）
　緑干渉光物質２：酸化クロム被覆雲母チタン「クロイゾネグリーン」（ＢＡＳＦ社）
　青干渉光物質　：二酸化チタン被覆雲母「フラメンコブルー」（ＢＡＳＦ社）
　橙干渉光物質　：二酸化チタン被覆雲母「フラメンコオレンジ」（ＢＡＳＦ社）
【００５８】
（評価方法）
　ビューラックス社製「バイオスキンプレート（シミ濃度２－１）」３×３ｃｍ2に対し
て各干渉光物質０．００５ｇを指の先端部を用いて塗布し、コニカミノルタ社製「Spectr
ophotometer　CM-700d」を用いて色情報を測定した。得られた測定値は、コニカミノルタ
社製色彩管理ソフトウエア「CM-S100w SpectraMagic NX Ver.2.6」により解析し、彩度を
算出した。結果を図４に示す。
【００５９】
　図４に示すように、干渉光物質を塗布していない「シミ濃度２－１」では、彩度が４．
３０であるのに対して、緑色干渉光物質１を塗布したものでは１．７０、緑干渉光物質２
を塗布したものでは１．７５であり、彩度が大きく低下した。一方、赤干渉光物質を塗布
したものでは３．４０、青干渉光物質を塗布したものでは２．９４、橙干渉光物質を塗布
したものでは３．３４であり、彩度の低下効果が小さかった。
【００６０】
　なお、バイオスキンプレートは、シミの濃さに応じて各種のシミモデルがあり、濃いも
のから順に「シミ濃度５－１」～「シミ濃度１－１」のシミモデルについて彩度を測定し
た。その結果、「シミ濃度５－１」では５．３、「シミ濃度４－１」では５．５、「シミ
濃度３－１」では５．２、「シミ濃度２－１」では４．３、「シミ濃度１－１」では４．
０であった。そして、上記緑干渉光物質２を各シミモデルに塗布し、同様に彩度を測定し
た結果、いずれのシミモデルにおいても彩度が大きく低下することを確認した。
　更に、これらの各シミモデルにおいて、目視によりシミの隠蔽効果を確認したところ（
評価方法は、以下の実施例１と同様。）、「シミ濃度３－１」以上では、薄いシミが多少
残り、「シミ濃度２－１」、「シミ濃度１－１」では、ほとんど見えない程度までシミが
隠蔽された。よって、本発明の肌色補正用化粧料組成物は、赤～茶色系のシミにおいて、
彩度５．０以下のシミに対して優れた隠蔽効果を発揮するといえる。
【００６１】
［緑干渉光物質の含有量による評価］
（実施例１～５、比較例１）
　表１に示す配合表に従い、緑干渉光物質２（酸化クロム被覆雲母チタン「クロイゾネグ
リーン」）を含有するスティックタイプのワキ用制汗剤を調製した。
　各例のワキ用制汗剤について、シミの隠蔽効果および衣服への色移りを以下に示す方法
で評価した。評価結果は、表１の下段に示す。
【００６２】
（シミの隠蔽効果の評価方法）
　各例のワキ用制汗剤を「シミ濃度２－１」のバイオスキンプレートに塗布し、パネラー
１０名による目視試験を行った。評価基準は、各パネラーが各例のワキ用制汗剤について
、「シミの隠蔽効果が高い」又は「シミの隠蔽効果が不十分」のいずれかを選択し、「シ
ミの隠蔽効果が高い」と回答したパネラーが９名以上の場合を「◎」、７名以上の場合を
「○」、５名以上の場合を「△」、４名以下の場合を「×」とした。
【００６３】
（衣服への色移りの評価方法）
　各例のワキ用制汗剤を１名のパネラーのワキの下に塗布し、白いＴシャツを着用して腕
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を前後に往復５０回振り、Ｔシャツへの色移りについて目視により評価した。評価基準は
以下のとおりとした。
　◎：色移りが全く気にならない。
　○：色移りがほとんど気にならない。
　△：色移りが少し気になる。
　×：色移りが気になる。
【００６４】
【表１】

【００６５】
　表１を見ると、緑干渉光物質が０．０１質量％では、シミの隠蔽効果が不十分であった
。一方、緑干渉光物質２の含有量が高まるにつれて、シミの隠蔽効果が高くなった。また
、酸化クロム（緑色顔料粒子）を付着した緑色干渉光物質は、含有量が低下するにつれて
、衣服への色移りを抑制することが認められた。
【００６６】
［緑色干渉光物質の色相調整効果についての評価］
　上記実施例３のワキ用制汗剤を１５人のパネラーのワキじみ部分に塗布した。塗布方法
は、ワキじみ部分３×３ｃｍ2に対して、ワキ用制汗剤を約０．０３５ｇ塗布した。上腕
部内側（本来の自然な肌）、ワキじみ部分のワキ用制汗剤塗布前および塗布後について、
分光反射率を測定した。なお、分光反射率測定には分光測色計（コニカミノルタ社製Spec
trophotometer　CM-700d）を用いた。結果を図５に示す。
【００６７】
　図５において、上腕部内側とワキじみ部分（塗布前）のグラフを比較すると、ワキじみ
部分では、緑～青色の波長領域（５６０ｎｍ以下）で分光反射率が大きく低下している。
一方、ワキじみ部分に本発明の肌色補正用化粧料組成物を塗布することにより、緑～青色
の波長領域の分光反射率に上昇が認められ、上腕部内側と近いグラフとなった。これは、
緑色干渉光物質の反射干渉光と、緑色顔料粒子からの緑色の波長の反射光により得られた
効果であると推察される。
【００６８】
［モニターテスト］
　上記実施例３のワキ用制汗剤、および、実施例３の緑干渉光物質２を赤干渉光物質（フ
ラメンコレッド）に置き換えたワキ用制汗剤を、７６名のモニターに７日間使用してもら
い、以下の質問についてアンケート調査を実施した。アンケート結果を図６に示す。
　質問内容：
「ご使用いただいたサンプル品についてお伺いいたします。あなたは、このサンプル品を
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使うことで［ワキがきれいに見える］と感じましたか。」
　回答欄の選択肢：
「感じた」、「やや感じた」、「どちらともいえない」、「あまり感じなかった」、「感
じなかった」
【００６９】
　図６を見ると、本発明の肌色補正用化粧料組成物を塗布して［ワキがきれいに見える］
と「感じた」又は「やや感じた」というモニターは３８．２％であった。一方、赤色干渉
光物質を含有するワキ用制汗剤を塗布した場合は２０．８％であり、緑色干渉光物質を含
む本発明の肌色補正用化粧料組成物は、従来のものより優れた効果が認められた。
【００７０】
［処方例］
　次に、本発明の肌色補正用化粧料組成物を、ファンデーション、化粧下地、コントロー
ルカラー、コンシーラー、制汗剤、防臭剤、ルースパウダー、プレストパウダー、日焼け
止め、ハンドクリーム、保湿クリームに適用した配合処方の例を示す。但し、これらの処
方例により本発明の技術範囲が限定されるものではない。
【００７１】
（処方例１）
　下記処方で水中油型乳化化粧下地（乳液タイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　２．２０
　　スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．２０
　　パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　４．００
　　マカデミアナッツ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　０．５０
　　ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　ベンタステアリン酸デガグリセリル　　　　　　　　　１．５２
　　硬化ナタネ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０
　　ステアロイル乳酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　０．４８
　　トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　１．００
　　二酸化チタン被覆雲母（緑干渉光物質１）　　　　　　５．００
　　合成ケイ酸ナトリウム・マグネシウム　　　　　　　　０．５０
　　キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
　　モノイソステアリン酸ポリグリセル　　　　　　　　　３．００
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　８．００
　　ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．８０
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００７２】
（処方例２）
　下記処方で油中水型乳化化粧下地（乳液タイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　　　　　　３．００
　　アクリル－シリコーン系グラフト共重合体　　　　　　　　　　２０．００
　　ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　２０．００
　　スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステアリル・２－
　　オクチルドデシル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　ポリオキシアルキレン変性オルガノポリシロキサン　　　　　　　３．００
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　　セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　アスコルビン酸リン酸マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００７３】
（処方例３）
　下記処方でファンデーション（コンパクトタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　１．００
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．２０
　　セリサイト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．００
　　二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．００
　　シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．８０
　　ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　ジメチルシリコーン　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　セスキイソステアリン酸ソルビタン　　　　　　　　　２．００
　　黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５０
　　赤酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３０
　　黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
【００７４】
（処方例４）
　下記処方で油中水型乳化ファンデーション（乳液タイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　４．００
　　二酸化チタン被覆雲母（緑干渉光物質１）　　　　　　５．００
　　二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５０
　　赤酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３０
　　黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
　　デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　２８．００
　　ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　３．００
　　ポリオキシアルキレン変性オルガノポリシロキサン　　２．００
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　０．２０
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．８０
　　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００７５】
（処方例５）
　下記処方で油中水型乳化ファンデーション（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　３．００
　　二酸化チタン被覆雲母（緑干渉光物質１）　　　　　　７．００
　　シリコーン処理タルク　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　シリコーン処理セリサイト　　　　　　　　　　　　　５．００
　　シリコーン処理二酸化チタン　　　　　　　　　　　　９．００
　　シリコーン処理赤酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　０．４０
　　シリコーン処理黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　シリコーン処理黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　０．３０
　　球状ナイロンパウダー　　　　　　　　　　　　　　　５．００
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　　デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　３８．００
　　ポリエチレンワックス　　　　　　　　　　　　　　１０．００
　　カルナバロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　ポリオキシアルキレン変性オルガノポリシロキサン　　０．５０
　　セスキイソステアリン酸ソルビタン　　　　　　　　　１．５０
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　４．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．８０
　　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００７６】
（処方例６）
　下記処方でコントロールカラー（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　５．００
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　４．００
　　硬化油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６０
　　ジ－２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコール　１０．００
　　流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．００
　　ポリオキシアルキレン変性オルガノポリシロキサン　　３．００
　　セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　１．５０
　　モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン　　　　０．３０
　　ジカプリン酸プロピレングリコール　　　　　　　　　５．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．３０
　　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．００
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００７７】
（処方例７）
　下記処方でコンシーラー（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　５．００
　　二酸化チタン被覆雲母（緑干渉光物質１）　　　　　　２．００
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．７５
　　二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．１０
　　黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．００
　　赤酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．１０
　　黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８０
　　ネオペンチルグリコールジオクタノエート　　　　　２６．８５
　　硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．００
　　ラノリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．００
　　オゾケライトワックス　　　　　　　　　　　　　　　１．１５
　　キャンデリラワックス　　　　　　　　　　　　　　　２．１５
　　マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　３．００
　　ポリエチレンワックス　　　　　　　　　　　　　　　６．５５
　　防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
【００７８】
（処方例８）
　下記処方で制汗剤（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
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　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　１．００
　　クロルヒドロキシアルミニウム　　　　　　　　　　１０．００
　　焼ミョウバン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　イソプロピルメチルフェノール　　　　　　　　　　　０．１０
　　シクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　２７．４５
　　ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　２０．００
　　ＰＯＰ－ブチルエーテル－１　　　　　　　　　　　２０．００
　　オキシ塩化ビスマス　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　板状アルミナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　セスキイソステアリン酸ソルビタン　　　　　　　　　２．５０
　　水添ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　２．００
　　メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３０
　　リンゴ酸ジイソステアリル　　　　　　　　　　　　　１．００
　　ジイソステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　２．５０
　　ブチルヒドロキシトルエン　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　水酸化アルミニウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
　　酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
【００７９】
（処方例９）
　下記処方で制汗剤（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　二酸化チタン被覆雲母（緑干渉光物質１）　　　　　　５．００
　　クロルヒドロキシアルミニウム　　　　　　　　　　　５．００
　　塩化ベンザルコニウム　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　銀含有ゼオライト　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　イソプロピルメチルフェノール　　　　　　　　　　　０．１０
　　シクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　２６．４５
　　ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　１８．００
　　ＰＯＰ－ブチルエーテル－１　　　　　　　　　　　２０．００
　　窒化ホウ素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．００
　　セスキイソステアリン酸ソルビタン　　　　　　　　　２．５０
　　マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　３．００
　　メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３０
　　リンゴ酸ジイソステアリル　　　　　　　　　　　　　１．００
　　ジイソステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　２．５０
　　ブチルヒドロキシトルエン　　　　　　　　　　　　　０．０５
　　水酸化アルミニウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
　　酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
【００８０】
（処方例１０）
　下記処方で制汗剤（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　　　　　　０．５０
　　アルミニウムジルコニウムテトラクロロヒドレックスグリシン　２０．００
　　イソプロピルパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．００
　　水素化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．００
　　シクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００
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　　ポリデセン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．００
　　ＰＥＧ－８ジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５０
　　ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７．００
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　ＰＰＧ－１４ブチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００８１】
（処方例１１）
　下記処方で制汗剤（ロールオンタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　クロルヒドロキシアルミニウム　　　　　　　　　　２０．００
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　０．７０
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０
　　セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５０
　　セテアレス－３０　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２５
　　塩化ベンザルコニウム　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００８２】
（処方例１２）
　下記処方で制汗剤（水性／アルコール性ロールオンタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　クロルヒドロキシアルミニウム　　　　　　　　　　２０．００
　　二酸化チタン被覆雲母（緑干渉光物質１）　　　　　　０．７０
　　変性アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．００
　　ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　０．５０
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　塩化ベンザルコニウム　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００８３】
（処方例１３）
　下記処方で制汗剤（エアゾールタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　クロルヒドロキシアルミニウム　　　　　　　　　　　２．００
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　０．５０
　　ステアラルコニウムベントナイト　　　　　　　　　　０．５０
　　イソプロピルパルミテート　　　　　　　　　　　　　２．５０
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　イソブタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８５．００
　　シクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　０．５０
　　トリエチルシトレート　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　シクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　残部
【００８４】
（処方例１４）
　下記処方で防臭剤（エアゾールタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　トリクロサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　０．５０
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　イソブタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５５．００
　　変性アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
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【００８５】
（処方例１５）
　下記処方で防臭剤（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　トリクロサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　二酸化チタン被覆雲母（緑干渉光物質１）　　　　　　１．００
　　ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０
　　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００
　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　５０．００
　　ステアリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　ステアレス－１００　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　　変性アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００８６】
（処方例１６）
　下記処方でプレストパウダーを調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　１．００
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．００
　　セリサイト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１．２０
　　球状ポリスチレン　　　　　　　　　　　　　　　　　７．００
　　流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．００
　　ソルビタンモノイソステアレート　　　　　　　　　　２．００
　　セレシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．８０
【００８７】
（処方例１７）
　下記処方でルースパウダーを調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　１．００
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．００
　　セリサイト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１．２０
　　球状ポリスチレン　　　　　　　　　　　　　　　　　７．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．８０
【００８８】
（処方例１８）
　下記処方で日焼け止め（スティックタイプ）を調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　　　　　　３．００
　　微粒子酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．００
　　微粒子酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．００
　　ポリエチレンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　エチレン・プロピレンコポリマー　　　　　　　　　　　　　　　９．００
　　キャンデリラワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　残量
　　ジカプリン酸プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　１０．００
　　コハク酸ジ２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　トリイソステアリン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　　　　５．００
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　　ｐ－メトキシ桂皮酸－２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　５．００
　　２，４，６－トリアニリノ－ｐ－（カルボ－２’－エチルヘキ
　　シル１’－オキシ）－１，３，５－トリアジン　　　　　　　　　０．５０
　　ジメチコンコポリオールクロスポリマー３０％ジメチコン混合物　３．００
　　デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　ＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン　　　　　　　０．１０
　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　パラオキシ安息香酸メチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
　　１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．００
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
【００８９】
（処方例１９）
　下記処方でハンドクリームを調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　アクリル－シリコーン系グラフト共重合体　　　　　　６．００
　　ポリエーテル変性シリコーン　　　　　　　　　　　　３．００
　　尿素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　ワセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．００
　　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．００
　　ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　２０．００
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　３．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　０．５０
　　メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
【００９０】
（処方例２０）
　下記処方で保湿クリームを調製した。
　　　　成分名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
　　酸化クロム被覆雲母チタン（緑干渉光物質２）　　　　　　　３．００
　　ワセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．００
　　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　食塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　グリシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　ミネラルオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．００
　　セチル－２－エチルヘキサノエート　　　　　　　　　　　　５．００
　　ペンタエリスリトールテトラ－２－エチルヘキサノエート　　３．００
　　メチルフェニルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　３．００
　　デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　１０．００
　　トレフィルＥ－５０５Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５０
　　アエロジルＲ９７２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　シリコンＳＣ９４５０Ｎ　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　　ビタミンＥ－アセテート　　　　　　　　　　　　　　　　　３．００
　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０
　　メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
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【産業上の利用可能性】
【００９１】
　本発明の肌色補正用化粧料組成物は、肌にあるシミ、そばかす等の赤～茶色系の濃色部
分を目立たなくし、肌を本来のダメージを受けていない綺麗な肌に魅せる肌色補正用化粧
料組成物として利用することができる。
　本発明の肌色補正用化粧料組成物は、ファンデーション、化粧下地、ルースパウダー、
プレストパウダー、コントロールカラー、コンシーラー、制汗剤、防臭剤等として利用す
ることができる。また、ハンドクリーム、保湿クリーム、美白クリーム、日焼け止めクリ
ーム等の肌用化粧品に利用することもできる。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】
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